
1950年 か ら1960年 にか けて の

日本 の牛 乳 の競 争 プ ロ セ ス

太 田 幸 治

1.は じめ に

H.第2次 世界 大 戦 後 の 日 本の 牛乳 の 基 礎 知 識

1.戦 時 統 制 の 撤 廃 と生 産 量

2.牛 乳 の 殺 菌 技 術

3.製 晶 の 多 様 化

4.流 通 チ ャ ネル

m.1950年 か ら1960年 まで の 乳 業 各 社 の 牛乳 の製 品展 開

1.本 稿 に お け る牛 乳 の 定 義

2.明 治 乳 業 の 展 開

3.森 永乳 業 の 展 開

1)「 森 永 ホ モ 牛 乳 」 の 発 売

2)森 永乳 業 の1955年 以 降 の 新 製 品 の 展 開

3)シ ョー ケ ー スを 川 い た 牛 乳 の 販 売

4)紙 パ ッ クの導 人

C'.雪 印乳 業 の 展 開

5.協 同乳 業 の 展 開

IV.1950年 か ら1960年 ま で の 乳 業 各 社 に お け る牛 乳 の 製品 展 開 の ま とめ

V.1950年 か ら1960年 頃 ま で の 清 涼 飲 料 メー カー の 展 開

1.本 稿 に お け る清 涼 飲 料 の 定 義

2.1950年 か ら1960年 頃 ま で の 清 涼 飲 料 メー カ ーの 展 開

1)1950年 以 前 のll本 の 清 涼 飲 料

2)果 汁 ジ ュー スが ブ ー ム に 一 「一バ ヤ リー スオ レ ンジ」 の 発売 一

3)次 々 に 発売 され る オ レ ン ジ ジ ュー ス

4)オ レ ン ジ以 外 の 果 汁 ジ ュー ス

5)粉 末 ジュ ー ス

6)缶 人 り ジュ ー ス の 登場

VI.乳 業 メ ー カ ー の競'ff相 手の 変遷

VII.結 び に代 え て

1 …53一



1.は じめ に

本稿 は,1950(昭 和25)年 か ら1960(昭 和35)年 にか けて 日本 の乳 業

メ ー カ ーが 展 開 した 牛乳 市場 の 競'jrプ ロセ スを 明 らか に す る もの で あ る。

具体 的 に は,1950年 か ら1960年 に か け て 乳 業 メー カー が,牛 乳 市場 に ど

の よ うな 製品 を 発売 して い った の か を 明 らか に して い く。 か か る こ とを 明

らか に す る こ とで,1950年 か ら196〔〕年 に 乳 業 メー カー 各 社 が,ど の よ う

な 企 業を 競 争相 丁 と認 識 し,牛 乳 の 消 費拡 大を 行 な って い った か が 分 か る。

近 年 の マ ー ケ テ ィ ング研 究 で は,競 争 を プ ロセ ス と して と らえ る研 究 が

増 え て い る Φ。 本 稿 で は,競 争 を プ ロセ ス と と らえ る研 究 の 中 で も,と り

わ け イ1原(2007)の 研 究 を べ 一 ス と し,1950年 か ら1960年 のLIの 牛 乳

の 競`frプ ロ セ ス を1リjらか に して い き た い。 イf原(2007)で は,マ ー ケテ ィ

ン グに お け る 競 争 は,経 済 学 が 想 定 す る よ うな 競 争 と は違 い,与 え られ た

市場 の 中で 展 開 され るの で は な く,企 業 間 の競 争 が 市場 を浮 か びiが らせ,

そ して そ の 市場 は 変容 す る とい うこ とがi三張 され て い る9i。 す な わ ち,マ ー

ケ テ ィ ン グに お け る競 争 は,マ ー ケ テ ィ ング1:体 が 競 争 相 手を 能 動 的 に決

あ,そ の競 争相 手 と の問 で,製 品 差 別 化 が 展 開 され,市 場 が 変 容 して い く

と い う もの で あ る。

本稿 で は,1950年 か ら1960年 に か け て 日本 の 乳 業 メ ー カ ーが,ど の よ

うに競 争相 手 を認 識 し,マ ー ケ テ ィン グを 展 開 して い った の か,そ して ど

の よ うに'1乳 市場 が 変 容 して い った の か を 明 らか にす る。

H.第2次 世界人戦後の日本の牛乳の基礎知識

1.戦 時 統 制 の撤 廃 と生 産llヒ

1959(li'{和24)年12月 に飲 川 牛 乳,1950(昭 和25)年3月 に乳 製 品 の
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1950年 か ら19(10'1=に か け て の 日本 の 牛 乳 の 競 争 プ ロ セ ス

図表1生 乳生産に占める飲用牛乳の割合

1生乳生産量(kl)1飲用牛乳(kl)1飲 用牛乳の割合
1947年 160.769 62,527 38.9%

1948年 184,093 61,465 33.4%

1949年 279,544 93,191 33.3°

1950年 367,319 137,982 37.6°

1951年 437,699 178,071 40.7nro

1952年 574.161 281,125 49.0

1953年 711,819 342,094 48.1Wo

1954年 928,577 416,216 44.8%

1955年 999,875 483.621 .・,

1956年 1,153,631 542,145 47.0°k

1957年 1,361,640 617.938 45.4°ti

1958年 1.548.334 739,529 47.8%

1959年 1.714,900 856,640 50.0%

1960年 ::... .... 52.3%

1961年 2,113,537 1.105.197 52.3

1962年 2,437,050 1,187,962 48.7°

1963年 2,761,250 1,396,753 50.6

1964年 3,020,234 1.644.093 54.4

1965年 3,220,547 1,771,494 55.0%

出典:農 林 水産省統 計情報 部 「生乳 ・飲 川 牛乳 ・乳 製品

の生産消費 量に関す る統計』 よ り各年抽 出。

戦 時 統 制 が 廃ILさ れ だ{"。1950年 以 降,乳 業 メー カ ー 間 で はrl山 な 競 争 が

展 開 され る よ うに な った 。

図 表1に あ る よ う に,li本 の 生 乳 生 産II匙,飲 川 牛 乳 の 生 産llヒは,1950

年以 降 に 飛 躍 的 に 伸 び た 。

2.牛 乳 の 殺 菌 技 術

牛 乳 の 生 産 量が 急 激 に伸 び 始 め た1952(昭 和27)年 以 降,目 本 に お け

る牛 乳 の 生 産 技 術 も飛 躍 的 に 進 展 した 。 と りわ け 牛乳 の 殺 菌技 術 が進 歩 し

た 。1950年 代 以 前 は,牛 乳 の 殺 菌 は 低 温 殺 菌 がi=流 で あ っ た が,1952

(昭 和27)年 に 明治 乳 業 が,1953(昭 和28)年 に森 永 乳 業 が,1956(li'{和

31)年 に 雪 印 乳 業が,そ れ ぞ れ 熱 交換 型 のHTST"殺 菌 機 を ス ウ ェー デ ン

よ り輸 入 ・導 人 しだ5'。HTST殺 菌 機 を導 人 した こ とで か か る3社 の 牛乳

の 殺 菌 は 高速 化 され,生 産 性 が 向1し た。 引 き続 き,1957(II和32)年
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に森 永乳 業,明 治 乳 業 の 両社 が,雪 印 乳 業 は1961(昭 和36)年 にUHT

殺 菌1'機 を導 入 し,さ ら な る 生 産 性 と品 質 のi∫!」isを図 っ た 丁。 か よ うに 殺

菌 技 術 の進 歩 を 機 に 人7一乳 業 メー カー は 大 規 模 なis場 を 作 り,'卜 乳 の 大1書ヒ

生産 体 制 を 整 え た ㌔

3.製 品 の 多 様 化

1952(U和27)年 以 降,乳 業 メ ー カ ー は 各 々が 展 開 して い る製 品 の 多

様 化 を よ り進 め た。 具 体 的 に は,原 料 と して の 牛 乳 そ の ま ま で は な く,ビ

タ ミンや ミネ ラル 等 を 添 加 な い し強 化,ま た 乳 固 形 分 を 増ll匙した デ ラ ック

ス タ イ プの 牛乳 が 市場 に投 人 され た。 法 的'1に も,牛 乳,加is乳,乳 飲 料

とい うよ うに 種 類 が 増 え て きたIP。

4.流 通 チ ャ ネル

1950'1="i時 の 牛乳 の 流 通 チ ャ ネ ル に は,乳 業 メー カ ー の 販 売 店 が 消 費

者 の も と に届 け る宅 配 制 度 が 採 川 され て い た 。 か か る宅 配 制 度 は,日 本 で

牛乳 が 市販 され る よ う にな って ま もな くの1881(明 治14)年 に 開 始 され,

そ の7年 後 の1888(明 治21)年 に は 確 立さ れ た とい わ れ て い るIH。 牛 乳

の 宅 配 制 度 は明 治 期 に確 、玩され,そ の 制 度 が1950年'置1時 も続 い て い た。

皿.1950年 か ら1960年 までの乳 業各社 の牛乳 の製品展 開

1.本 稿 にお け る牛 乳 の 定 義

以 ドで は,1950年 か ら60年 に か け て の 乳 業 各社 の 牛乳 の 製 品 展 開 につ

いて 述 べ て い く。 か か る製 品 展 開 は,乳 業 メー カー の 社 史を もと に記 述 す

る。

ヒ記 の 歴 史 を明 らか に して い く前 に,本 稿 に お け る 牛乳 を定 義 して お こ

う。 本稿 で は,牛 乳 を 「牛乳 」,「加i.乳 」,「乳 飲 料 」 とす る。
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1950年 か ら1960年 に か け て のll本 の 牛乳 の 競 争 プ ロセ ス

「'卜乳 」 と は,生 乳 に他 物 を加 え る こ と な く,牛 か ら搾 った 生 乳 の み を

飲 川 に 適 す る よ うに 衛 生 的 に処 理 した もの で あ る。

「加L乳 」 と は,生 乳 の ほ か 脱 脂 乳 や 乳 製 品 を 原 料 の一・部 と して 使 川 し

て 製 造 され る もの で あ る。1950年 に 厚 生 省 が 公 布 した 「乳 ・乳 製 品 お よ

び類 似 乳 製 品 の 成 分 規 定 等 に 関 す る省 令(以 ド,乳 等 省 令)」 で 生 乳 以 外

で 加L乳 の 原 料 と して 認 め られ て い る もの は,乳 成 分以 外 の 異 物 を 含 ま な

い脱 脂 乳 や 全 粉 乳,無 塩 バ タ ー,濃 縮 乳,ク リー ム な どの乳 製 品 で あ る。

乳 製nrで あ って も,し ょ糖 を 含 む 加L練 乳 や 食塩 を 含 む 有塩 バ ター な ど は

原 料 と し て 使 川 で き な い 。 本 稿 に お け る 「加1二乳 」 は,1951(昭 和

26)～1952(昭 和27)年 頃 にll∫販 され た ビ タ ミンや ミネ ラ ル を添 加 した 牛

乳1コ,さ ら に牛 乳 に比 べ て 乳 固 形 分 を 強 化 した,内 容 分 の 濃 い,栄 養 価 の

高 い 製 品 を 含 ん で い るB。

「乳 飲 料 」 とは,「 牛 乳 」 をi三原 料 と して,こ れ に コー ヒー,フ ル ー ツ,

チ ョコ レー トな どの 好 み の 風 味 を 加 え 甘味 を つ け た 製品 の こ とを い う唱1。

2.明 治 乳 業 の 展 開 胴

明 治 乳 業 は,1950(昭 和25)年 の 牛 乳 の 統 制 解 除 後,積 極 的 に 新 製 品

を 市場 に投 入 した。

1952(II{和27)年 に は,明 治 乳 業 は,li本 で 初 め てHTST殺 菌 を導 人

して'卜乳 生 産 の 効 率 化 を 図 った。

明 治 乳 業 は,1952年 に 「ネ オ 明 治 牛乳 」 を 発売 した 。 か か る 製 品 は,

理 想 の 栄 養 を 持 っ た 「加is乳 」 と して 発 売 され た。1954(昭 和29)年 に

は,「 ネオ 明 治 牛乳 」 の 名 称 を 変 更 した 「明 治 ビ タ牛 乳 」 が 発 売 され た。

か か る製 品 は,「 牛乳 」 が 持 つ 各 種栄 養 成 分 に加 え,鉄 分 と ミネ ラ ル を添

加 した 製 品 で あ った 。 製 品 は,180mlの ビ ン詰 め の もの か ら,カ ル トン

や プ ル パ ッ クに 包装 され た もの も発 売 され た。

1955(昭 和30)年 に は,rMeijiMilk」 を 発 売 した 。 か か る 製 品 は 外 国
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人 向 けで あ り,紙 容 器 人 りの946mlと 容 量 は 人 きか った。 明 治 乳 業 祉 史

編 集 委 員 会(1969)に よ れ ば,'1～ 該 製 品 は,世 界 最 高 水 準 に合 わ せ た品 質

を誇 り,デ ラ ッ クス を 好 む 消 費 者 向 け に 販 売 され た とい う。

明 治 乳 業 は,1956(昭 和31)年 に は 関 西 で,1957(昭 和32)年 に は 関

東で 「明 治 コ ー ヒー 牛乳 」 を 発売 した。 か か る 製 品 は,ブ ラ ジル や ジ ャ ワ

の純 コ ー ヒー を使 川 した飲 料 と して 市場 に投 入 さ れ た。 容 最は,瓶 人 り,

テ トラ パ ッ ク紙 容 器入 りと もに180m1で あ った 。

明治 乳 業 は,1957(昭 和32)年 にUHT殺 菌機 を導 人 した 。 また,同 年

に 「明 治 ゴー ル ド牛乳 」 を 発 売 した。 か か る製 品 は,「 明 治 ビタ 牛乳 」 の

デ ラ ック ス タイ プ と して 市 場 投 人 され た もの で あ った。 何 が デ ラ ック ス な

の か と い う と,「 明 治 ビ タ牛 乳 」 に 含 ま れ た 成 分 の ほ か に,さ らに添 加 物

を 加 え た と い う意 味 で,デ ラ ッ ク スで あ った。 な お,こ れ よ り さ らに 各 種

成分 を濃 く し,添 加物 を 多 く した 「明 治 ハ イ ゴー ル ド牛乳 」 も発 売 され た。

1958(昭 和33)年 に は,「 明 治 フ ル ー ツ牛 乳 」 を発 売 した。 か か る製 品

は,'卜 乳 の栄 養 分 に フル ー ツ の 味 と香 りを 溶 け 込 ませ た 製 品 で,1三 と して

r供 と女性 を 夕一 ゲ ッ トに マ ー ケ テ ィ ン グが 展 開 され た 。 か か る製 品 は,

瓶 人 り180mlの もの が 発 売 され た 。

明 治 乳 業 は,以1一 の よ う な展 開 に 続 き,1959(明 治34)年 に 「明 治 牛

乳 」,「明 治 ビ タ'卜乳 」 に それ ぞ れ540ml入 りの 大 瓶 を 日本 で 初 め て 発 売

した。 か か る 大 瓶 は,消 費 者 の 「これ ま で の 小 瓶 で は 不 便 だ 」 とい う意 見

を 反 映 して 発 売 され た もの で あ っ た。 な お,明 治 乳 業 社 史 編 集 委 員 会

(1969)に は,か か る人 瓶 が 発 売 さ れ た こ とは,牛 乳 消 費 が 各 家 庭 ご と に

著 し く増 え た こ とを 示 す もの で あ る と述 べ られ て い る。

3.森 永乳 業 の 展 開

1)「 森 永 ホ モ,卜乳 」 の発 売 曲

1952(昭 和27)年,森 永 乳 業 は 「森 永 ホ モ,卜乳 」 を 発売 した。 か か る
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1950年 か ら1960il=に か け て の 目本 の 牛 乳 の 競 争 プ ロセ ス

製 品 は,ホ モ ジナ イ ザ ー と い う機 械 に よ って,「 牛乳 」 中 の 脂 肪 球 を 細 分

化 し,均 質 化 して ク リー ム の 分離 を お こ さな い よ うに したlll!1期的 な 製 品 で

あ った。 か か る 製 品 は,ク リー ム ラ イ ンに よ って 牛乳 の 優 劣 が 云 々 され て

き た そ れ ま で の 考 え 方㈲ を,完f:に くつ が え す もの で あ った。 さ ら に脂 肪

を 添 加 した1-,「 牛乳 」 中 に 多 く含 ま れ て い る カ ル シ ウ ムの 消 化 吸 収 に欠

くこ との で きな い ビ タ ミンDを 加 え た 製 品 で あ った。

1初は,森 永乳 業 が 当該 製 品 を 発 売 す る こ と に対 し,官 庁,生 乳 の 生 産

者,競 合 他 社 か ら強 い 反 発 と抵抗 が あ った 嘔。 しか し,当 該 製 品 の 売 れ 行

きが よ か った た め,他 社 も 「ホ モ ジナ イ ズ ド=均 質 化 」 され た 「牛乳 」 を

相 次 い で 発売 した。

2)森 永乳 業 の1955年 以 降 の 新 製品 の展 開

森 永 乳 業 は,1957(昭 和32)年,明 治 乳 業 と同 様 にUHT殺 菌機 を 導

入 した。

1957年 に森 永 乳 業 は,「 コー ヒー 牛乳 」 を 発 売 した 。 か か る 製 品 は,瓶

詰 め 牛乳 の伸 張 と と もに 多様 な消 費 者 ニ ー ズ に応 え,特 に 「牛 乳」 にな じ

み の少 な い 消 費 者 や,小 児層 へ の 牛乳 摂 取 の習 慣 の浸 透 を ね ら って 発 売 さ

れ た 製 品 で あ っ た。 「コー ヒー 牛 乳 」 は,60%の 乳 分 に しょ糖 と コー ヒー

を加 え,牛 乳 の栄 養 とさ わ や か な コー ヒー の風 味 が楽 しめ る とい った 特 徴

を持 った 製 品 で あ った 。 森 永 乳 業50年 史 編 纂 委 員 会(1967)に よ れ ば,

この 製 品特 有 の濃 厚 な風 味 は,他 社 製 品 を圧 し,急 速 な 伸 張 を 示 した が,

イ ン スタ ン ト時 代 の朝 食用 コー ヒー とい う発 売 計 画 時 に ∫機1し な か った 新

用途 が ひ らか れ,ア パ ー ト地 帯 に 人 き な需 要 が 生 ま れ た こ とは うれ しい 誤

算 で あ った,と あ る。

1958(昭 和33)年 に 森永 乳 業 は,「 森 永A牛 乳 」 を 発売 した。 「コ ー ヒー

牛乳 」 の 発売 に続 いて,濃 厚 牛乳 と して 発 売 され た のが 当該 製 品 で あ った。

森 永 乳 業 は,濃 厚 牛乳 と して,既 に1957(昭 和32)年3月,「 森 永J牛
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乳 」(ジ ャー ジー 牛 乳)を 発 売 して い た が,ジ ャー ジー 種特 有 の1璽f草の 様

な 風 味 が一 般 に好 まれ な か った た あか,市 場 に受 け入 れ られ て い な か った。

「森 永A牛 乳 」 は,こ の 経 験 を生 か して,ホ ル ス タ イ ン種 の 新 鮮 乳 をis体

に し,こ れ に フ レ ッシ ュ ク リー ム を 加 え て 脂 肪 分 を 増 加 し,さ らに無 脂 固

形 分 を 強 化 した濃 厚 牛乳 と した。'11該 製 品 は,成 分 的 に は 脂 肪 約4%,無

脂 固 形 分約10%と,欧 米 の 濃 厚 乳 種 のr卜乳 に 劣 らぬ 栄 養 分 と,一 般 に 喜

ば れ る芳 醇 な 味 を 持 って い る と され る。 さ らに 当該 製 品 は,牛 乳1リ ッ ト

ル に 対 し ビ タ ミンA1,000,ビ タ ミンDが500(各 国 際 単位),ビ タ ミン

B1が1ミ リグ ラ ム強 化 され て い た。

森 永 乳 業 は,1959(昭 和34)年 に 「乳 酸 菌 飲 料 生 ジ ュー ス」 を 発 売 し

た 。 か か る製 品 は,瓶 詰 め 製 品 の 多様 化 の 一 環 と して,乳 酸 菌飲 料 と して

の 乳 酸 菌の 効 果 と オ レ ンジの 果汁 飲 料 と して の 嗜 好 性 を合 わせ た特 殊 な 製

品 と して 開 発 され た 。 開 発'且i時の1督'♂心 と して は,も と も と牛乳 中心 で 繁殖

した 乳 酸 菌 を 牛乳 分 の 少 な い 果汁 分 を1三と した 製品 の 中 で,い か に して 生

存 させ るか と い う点 で あ ったが,こ れ は乳 分 の少 な い 果汁 の 中 で,長 時 間

にわ た って 活 力 を 失わ な い特 殊 な系 統 の乳 酸 菌 の 育成 に よ り解 決 され た。

この 製 品 は,風 味 爽 快 で オ レ ン ジ生 ジュ ー ス の 名 に恥 じな い味 を も ち,大

人 の 飲 み 物 と して 好 評 を 博 した。 こ の 製品 は 「森 永 フ レ ッ シ ュ」 と名 を 変

え,さ らに 旧 名 に も ど って 清 涼飲 料 の 形 で 販売 され 続 けた 。'{該 製 品 に は,

1本 中 ビタ ミンCが40mgの ほ か β カ ロ チ ンと ビタ ミンB6が 強 化 され て

い る「19。な お,1959(昭 和34)年 に 発 売 され た 「乳 酸 菌飲 料 生 ジ ュー ス」

は,牛 乳 販 売 店 の み な らず,一 般 酒 店 で も販 売 され た た め,森 永 系 列 の 牛

乳 販 売 店 か ら ク レー ムが 出 たQ'」i該 商 品 は,1960(昭 和35)年 の 夏 に は1

目あ た り30万 本 も売 り ヒげ た とい うzu。

森 永 乳 業 は,1959(ll和34)年 に 「森 永 フ ル ー ツ 牛 乳 」 を 発 売 した。

かか る製 品 は,オ レ ン ジ,レ モ ン,ア ップ ル,バ ナ ナ,パ イナ ップ ル な ど

の い ろ い ろ な フ ル ー ツ を ミッ ク ス した風 味 を も ったi乳 と して 生 まれ た。

60 8



1950年 か ら1960年 にかけての 日本の牛乳 の競争プ ロセ ス

1該製 品 の開 発 意 図 は,「 牛乳 」 の 嫌 い な 人 に も容 易 に 親 しめ る よ うに11'

味 と酸 味,果 汁 の 風 味 を 配 合 した 新 しい飲 料 で あ った。 そ の 風 味 か ら嗜 好

飲 料 の 性 格 は強 い とは い え,そ の60%以isが 乳 分 で 占 め られ て い る た め,

栄 養 嗜 好 飲 料 と して 多 く消 費 され た 。

続 く1960年(昭 和35)年 に 「森 永 コ ー ラ ス 」 が 発 売 され た。 当該 製 晶

は,1957(1昭 和2)年 に 滋 養 の た めの 飲 料 と して 開 発 ・発 売 され た 乳 酸 菌

飲 料 で,相 当の 伸 張 を 示 して い たが,戦 時 中 の統 制 強 化 に よ る資 材 人 手難

か ら発 売 が 途 絶 え て い た の で あ っ だ3レ。

3)シ ョー ケ ー スを 川 い た 牛 乳 の 販 売 軸

森 永 乳 業 は,1959(昭 和34)年 に 電 冷 シ ョー ケ ー スを 用 い た 牛 乳 販 売

を 展 開 した 。 か か る牛 乳 販 売 が実 現 した 前提 に は,UHT殺 菌 を 導 人 し,

JF一乳 の 保 存性 が 高 ま った こ と
,電 気 冷 蔵 庫 の 性 能 が 向isし た こ とが あ る。

森 永 乳 業が 川 い た冷 蔵 ケ ー スは,1958年 に こ菱 電 機 と森 永 乳 業 が 共 同 開

発 した もので あ り,そ れ ま での 冷蔵 シ ョー ケ ー ス によ く川 い られ て いた オ ー

プ ンタ イ プ冷 凍 機 とち が い,密 閉 式 で しか も ワ ンセ ッ トの 移 動 式 の もの で

あ っ た。 それ ま で の 牛乳 の 流通 チ ャネ ル は,1三 と して 宅 配 制 度 を川 い た も

の で あ っ た。 消 費 者 の 牛乳 の飲 用 も,ほ とん ど家 庭 内 に限 られ て い た。 森

永乳 業 は,家 庭 外 で の 牛乳 消 費 を促 進 す る ことを 意 図 し,か か る シ ョー ケ ー

ス を パ ン屋,菓 」㌃屋,駅,食 堂,百 貨 店,遊 園 地,劇 場 な ど に次 々 に設 置

して い っ た。 そ して,家 庭 外 で の 牛乳 消 費 を 促 進 す る とい う,・.:.t:1,図を 実 現 し

て い っ た。 ま た,か か る シ ョー ケ ー スに よ る 販 売 は,従 来 の 「牛乳 」 の ほ

か に も,1一 述 の よ う に相 次 い で 発売 さ れ た 「森 永 コー ヒー 牛 乳 」,「森 永 フ

ル ー ツ 牛乳 」 の販 売 増 加 に も'　'　j.した。

4)紙 パ ッ ク の 導 人?:S

l964(II和34)年 に,森 永 乳 業 は,ア メ リ カ の エ ク セ ロ ー 社 か ら 「ピ ュ

9
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ア パ ック」 の技 術 を導 人 した。 「ピ ュア パ ック」 は,ア メ リカで 最 もポ ピュ

ラ ー な 牛 乳 パ ック で あ った 。 同 年,森 永 乳 業 は 「ピ ュ ア パ ッ ク」 人 りの

「トップ ・ク オ リテ ィ ・モ リナ ガAミ ル ク」 を 東 京 地 区 で 発 売 した。 か か

る製 品 は,il呼 の 住 宅 地,高 級 レス トラ ン,外 人 家 庭 な どを 対 象 に,ダ イ

レク トメー ルを 使 った マ ー ケ テ ィン グが 展 開 され た 。

つ い で 同 年 に,森 永 乳 業 は,ス ウ ェー デ ンの テ トラパ ック社 か ら,四 面

体 の 紙 容 器 「テ トラ パ ッ ク」 の 技 術 を 東 京n場 に導 入,関 東地 区 に180cc

人 り 「森 永 パ ッ ク ・ホ モ 牛乳 」 と 「コー ヒ'1=乳 」 を 発 売 した 。

4.,i:印 乳 業の 展 開

それ ま で 北 海 道 を 中 心 に 展 開 を して い たi;.i印乳 業 は,1953(昭 和28)

年 に 第一 乳 業 と提 携 し,「 雪 印 牛 乳 株 式 会 社 」 を 設 、アし,東 京 の 牛 乳 市場

へ 積 極 的 な 参 入 を 図 った21b。 雪 印 乳 業 は,そ の 後 昭 和40年 代 に か けて,

「明 治,森 永 に 追 い つ け追 い越 せ 」 を ス ロー ガ ン に積 極 的 な 牛 乳 市場 拡 大

の展 開 を行 な った2㌔ か か る展 開 は,1モ と して販 売 店 の新 設 と既 存 店 の マ ー

クのUJり 替え で あ った。 既 存 店 の マー クの 切 り替 え とは,他 者の 牛乳 を売 っ

て い る販 売 店 を,i該 メー カ ー の それ に 切 り替 え る こ と で あ る12㌔"i時 の

牛乳 の ほ とん ど は,販 売 店 が 消 費 者 の家 ま で届 け る宅 配 制 度 で販 売 さ れ て

い た た め,当 時 の乳 業 メ ー カ ー に と っ て販 売 店 の獲 得 ・維 手芋が 重 要課 題 で

あ っ た。

雪 印 乳 業 は,東 京 の 牛乳 市場 で は新 参 者 だ っ た た め,他 社 に比 べ て コ ス

ト高 と な っ て い た。 雪 印 乳 業 は,多 くの 利 益 を 出す べ くi場 の 稼 働 率 を ヒ

げ る の み な らず,新 製 品 開 発 も積 極 的 に行 な った 。1956(昭 和31)年 に

は,ヨ ー グ ル トを 発売 した。 かか る 製 品 は,第2次 世 界 大戦 前 に販 売 して

い た もの の復 活 版 で あ っ た。 ま た 同年 に,,fsi印 乳 業 は札 幌 で 「コ ー ヒー ミ

ル ク」 を 発売 した。 か か る 製 品 は,瓶 の1_t1がf:冠 タ イ プ の もの で あ った た

め,売 り1:げ は 思 う よ うに 伸 び な か った 。 翌 年 の,1957(lli和32)年 に
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1950年 か ら1960年 にか けて のflyのi乳 の 競 争 プ ロセ ス

図表2市 乳 ・乳飲料 ・乳酸菌飲料 ・発酵乳等 の販売 区分

区分 品 目

市乳
牛乳 ビタミン・ホモジナイズ

加工乳 ミネラ ル ・スー パ ー ・ジ ャー ジ ー

乳飲料 フルーツ牛 乳 ・コーヒー 牛乳 、コーヒーミル ク、パ ッションミル ク

乳酸菌飲料 カツゲン・ロー ヤルカツゲン・スノーラック・ヨー グル ・ソフトラック

発酵乳 ヨーグル ト・フル ーツヨー グルト・ローリー

その他 ピュアージュース(オ レンジ)・トマトジュース・生クリー ム

出 典:雪 印 社 史(1969),89べ 一 ジ

発売 した 「コー ヒー 牛乳 」 は,紙 キ ャ ップを 採 川 し瓶 を開 け やす く し人 気

を 博 した。 同 年,,i:i印 乳 業 は,「 フ ル ー ツ 牛乳 」 を 発 売 した。 も と もと の

「フ ル ー ツ 牛乳 」 は,昭 和 牛 乳 が 開 発 ・発 売 したが,か か る製 品 は,り ん

ごの 酸 と'卜乳 の 蛋 白で 白 い沈 殿 物 が生 じて しま い 商 品 と して 失敗 した もの

で あ った 。 そ の 製 品 を 雪 印 の 技 術 で 改良 し,昭 和 牛 乳 に 委 託 製 造 させ た も

の を 雪 印 の 商 品 と して 発売 し,人 気 を 博 した。,i:i印乳 業 は,「 コー ヒー 牛

乳 」,「フル ー ツ牛 乳 」 と もに,明 治,森 永 に 先駆 け て 発 売 しだ ㌔

1958(p和33)年 に は,加i乳 の 「スー パ ー 牛乳 」 を 発 売 した。 ま た,

1962(昭 和37)1':に は 「ミネ ラ ル 牛 乳 」 を 発 売 したr」s。1960(II和35)

年 に は,「,i:印 パ ッ シ ョン 牛乳 」 を 宮 城 ・福 島 県 ドで 発売 した 。1961(昭

和36)年 には,「 オ レ ン ジ タ イプ フル ー ツ牛 乳 一」を 関 東で 発売 した コ'II。

1959年 か ら1962年 の4;印 乳 業 のili乳61`業 が 取 り扱 った 製 品 を 図 表2に

示 した。

5.協 同 乳 業 の 展 開 軸

協 同 乳 業 は,1956(昭 和31)年 に スウ ェー デ ンの テ トラ パ ッ ク社 よ り,

テ トラパ ッ クマ シ ン10台 を 輸 人 して,第 一lf1乳1;f3i(モ 鷹)で 「テ トラ

牛乳 」 を 生 産 し販 売 を開 始 した。 当時 協 同乳 業が 採 川 した テ トラ パ ッ クは,

四 面体 紙 容 器 で あ った。
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協同 乳 業の テ トラパ ック入 りの 牛乳 は,東 京 地 区 に続 き,販 売 地 域 は 東

海,関 西,松 本 まで 進 み,積 極 的 なPRの も と に 協同 乳 業が'・:社を あ げ て

拡 売 に 努 力 した。 しか しな が ら,テ トラパ ッ ク人 りの 牛乳 は,期 待 した ほ

ど売 り ヒげが 伸 び ず,1958(ll'{和33)年 春 に は,生 産 販 売 を 中ILし たQ

か か る 製 品 の損 害 は,協 同乳 業 の そ の 後 の経 営 に,大 きな 騎 りを 残 す こ と

に な った。

IV.1950年 か ら1960年 まで の乳 業各社

における牛乳 の製 品展 開のまとめ

以i,1950年 か ら60年 ま で の 乳 業 各 社 の 製 品 展 開 に つ い て 明 らか に し

て きた 。 以1一で 明 らか に して き た こ と を図 表3に ま と め た。

図 表3か ら分 か る こ とは,統 制 解 除 の1950(llii和25)年 か ら1955(II;,

和30)年 頃 ま で は,乳 業 メー カ ー 間 で は ビ タ ミンや カ ル シ ウ ム,ホ モ ジ

ナ イ ズ と い っ た栄 養価 の 高 い 「牛乳 」 の 競 争 が 展開 さ れ た こ と で あ る。 比

較 的 シ ェ ア の 高 い明 治 乳 業 と 森 永乳 業 につ い て み て み よ う。 明治 乳 業 は,

殺 菌 の み して あ る 「明 治 牛乳 」 に 加 え,ビ タ ミンな どの栄 養 素 を 加 え た 牛

乳 の新 製 品 を 発売 して い た し,ま た,森 永乳 業 も従 来 の 「牛乳 」 に 加 え,

均 質 化 され た 牛乳 「森 永 ホ モ'卜乳 」 を新 製 品 と して 市場 投 入 した。 す な わ

ち,1955年 頃 ま で は,乳 業 メー カー は栄 養 価 で 牛乳 の 差 別 化 を 展 開 して

い た こ と に な るQ

しか しな が ら,1955年 以 降 に な る と乳 業 メー カ ー は,栄 養 価 を 差 別 化

の属 性 とす る の で は な く,色 の つ い た 牛乳 を 発売 して い く。II体 的 に は,

「コ ー ヒー 牛 乳 」,「フ ル ー ツ牛 乳 」 の 発 売 で あ る。 ま た 牛 乳 を 家 庭 に宅 配

す る と い う そ れ まで の販 売 形 式 に 加 え,1959(1昭 和34)年 以 降 は シ ョー

ケ ー スを 川 い た 製 品 の 販 売 や,紙 パ ッ ク入 り牛 乳 を 発 売 す る メー カー も出

て き た。
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1950年 か ら1960年 にかけての 日本の牛乳の競 争プロセス

図表31952年 か ら1960年 までの乳業各社の製品展開

明治乳桑の新製晶 森永乳桑の新製品 雪印乳集、協同乳集の競製晶

1952年

(昭和27年)

・「ネオ明治牛乳」発売

★HTST殺 菌機を導入
・「森永ホモ牛乳」発売

1953年

(昭和28年)
★HTST殺 菌機を導入 ●東京への本格進出(雪 印)

1954年

(昭 和29年)
・「明治ビタ牛乳」発売

1955年 ・「MeijiMifk」:外 人牛 乳を紙

(昭和30年) バック入りで発売

★HTST殺 菌機を導入(雪 印)
・「ヨー グルト」発売(雪 印)

1956年 ・「明治コーヒー 牛乳 」発売 ・「コー ヒーミル ク」を発 売(雪

(昭和31年) (瓶入り、テトラパック入り) 印)
☆「テトラ牛乳」発売(協 同乳

業)

・「明治ゴールド牛乳」発売 ・「コーヒー 牛乳 」発 売

1957年 ★UHT殺 菌機を導入 ・「森永J牛 乳」発売 ・「コー ヒー牛 乳1発 売(雪 印)

(昭和32年) ・「明治ハイゴールド牛乳」 ・「コー ラス 」発 売 ・「フルーツ牛乳」発売(雪 印)

発売 ★UHT殺 菌機を導入

1958年

(昭和33年)
・「明治フルーツ牛乳」発売

・「森永A牛 乳」発売
・「森永ホモ牛乳」ホー

ムサイズを発売

・「スーパー牛乳j発 売(雪 印)

・「フルーツ牛乳1発売
・「乳酸菌飲料生ジュー

1959年

(昭 和34年)

・「明治牛乳J、「明治ビタ牛
乳J大瓶発売

ス」発売
・ショーケースを用いた

牛乳販売
・ビュァ バック、テトラ
バックを導入

上記のほかに、1959年から62

1960年

(昭 和35年)
・「森永 コー ラス」発売

年にかけて、「ビタミン牛乳」、
「ホモジナイズ牛乳」、「ミネラル

牛乳」、「ジャージー牛乳」を販
売していた。(雪印)

出 典 協 同 乳 業30年 史編 纂 委 員 会(1984),明 治乳 業 社 史編 集 委 員 会(1969),森 永

乳 業50年 史編 纂 委員 会(1967),雪 印 乳 業 株 式会 社営 業史編 集'1筋 局(1988a),
.r-.
a印 乳 業株 式 会 社営 業 史編 集 事務 局(1988b),,,:印 乳 業史編 纂 委員 会(1969),

雪 印 乳 業 史編 纂 委 員 会(1975)に 基 づ き 筆 者作 成。
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こ こで 本 稿 がlislす る の は,な ぜ,牛 乳 メ ー カ ー が1955年 頃 よ り,従

来 の'卜乳 の マ ー ケ テ ィ ング展 開 を変 更 して い った のか で あ る。 一一般 的 に は,

メ ー カ ー は競 争か ら逃 れ るべ く製 晶差 別 化 を行 な う。 それ は,マ ー ケ テ ィ

ング1三体 が,そ れ までの 競 争相 丁一とは 異 な る競 争相 手を想 定 し,マ ー ケ テ ィ

ン グを 展 開 す る こ とを 意 味 す る。 で は,1955年 頃,乳 業 メ ー カ ー は 誰 を

競争 相 手 と した の で あ ろ う か。 イ1原(1982)に よれ ば,マ ー ケ テ ィ ングi三

体 は,参 入 障 壁 が低 い近 接 した 分野 を 競 争相 手 と して 選 ぶ ことに な る。 コー

ヒー 牛乳,フ ル ー ツ 牛乳,テ トラ パ ッ クの導 人,シ ョー ケ ー スで の販 売 。

乳 業 メー カ ー が 行 な った 以 ヒの よ うな 展 開 か ら,乳 業 メ ー カ ー は1955年

以 降 清 涼飲 料 を 牛 乳 の 競 争 相 丁=とと らえ た の で は な か ろ うか。 す る と,次

の 疑 問 が 生 じて く る。 そ れ は,な ぜ,乳 業 メー カ ー は 清 涼 飲 料 を 牛 乳 の 競

争 相 丁・と した か で あ る。

以 ドで は,1950年 か ら1960年 頃 ま で の 口本 にお け る清 涼 飲 料 メー カー

の 展 開 を 記 述 し,清 涼 飲 料 市場 が どの よ うな 変 化 して い った の か 明 らか に

して い く。

V.1950年 か ら1960年 頃までの清涼飲料 メーカーの展 開

1.本 稿 に お け る清 涼 飲 料 の 定 義

阿 部編(1975)に よれ ば,清 涼 飲 料:SIと は,飲 ん で 爽 快 感 を 覚 え る飲 料

の総 称 で,第2次iiヒ 界 大 戦以 前 は,Lと して炭 酸 飲 料 の こ とを指 して い た。

しか しなが ら,第2次 世 界大 戦 後 は,清 涼 飲 料 は,炭 酸 飲 料 の み な らず 果

汁 飲 料 を もそ の範 聴 に 含 む よ う に な って い っ た。 同 じ く,阿 部編(1975)

に よれ ば,物 品 税法 ヒで は 炭 酸 ガ スをtiむ 飲 料 水 の こ とを 清 涼飲 料 とい い,

そ れ以 外 の 例 え ば/浮 し 果汁 飲 料 は 嗜 好飲 料 とさ れ た とい う。 ま た,1947

(昭 和22)年 に 制 定 され た 食品 衛 生 法 で は,乳 お よび 乳 製 品,乳 酸 菌飲 料

及 び 酒 精 飲 料 を 除 く全 て の 飲 料 を 清 涼 飲 料 と した 囎。
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1950年 か ら1960年 にか けて のil本 の 牛乳 の 競 争 プ ロセ ス

本 稿 で は,1950年 か ら1960年 頃 ま で のli'涼 飲 料 メ ー カ ー の 展 開 を 記 述

す る こ と に鑑 み,1947年 制定 の 食 品 衛 生 法 に お け る清 涼 飲 料 の定 義 を そ

の 定義 と した い。

2.1950年 か ら1960年 頃 ま で の清 涼飲 料 メー カ ー の 展 開

1)1950年 以 前の 日本 の 清 涼 飲 料

さて,1950年 以 降 の 清 涼 飲 料 は,ど の よ う な 展 開 を して い た の で あ ろ

うか 。1952(II;;和27)年 ま で は,日 本 で は清 涼 飲 料 と い え ば 主 と して 炭

酸 飲 料 の こ と を指 して い た 。 具 体 的 に は,ラ ム ネ と 「 三ツ 矢 サ イ ダ ー」,

「キ リ ン レモ ン」 に代 表 され る炭 酸 飲 料 が 清 涼 飲 料 の 代 名 詞 で あ った。 し

か し,1952(昭 和27)年 に この`lf情 が 変 わ って くる。 そ れ は,1951(昭

和26)年 に 朝 日麦 酒 が 「バ ヤ リー スオ レ ン ジ」 を 関 東 で 発 売,翌 年 の52

(昭 和27)年 に'11該製 品 を 全国 発 売 したか らで あ っ た。

1952年 まで,日 本 に 果 汁 飲 料 とい う もの は ほ とん どな か った。 と い う

の も,1900(明 治33)年 に 内務 省 が 発 令 した 「清 涼 飲 料 取 締 規 則 」p;{に

よ って,日 本 で は 果汁 飲 料 を 発売 で き なか っ た の で あ る。 か か る 規 則 は,

か な り厳'T:で,製 品 が 濁 っ た り,沈 殿 物 が あ っ た りす る こ とを 一 切 認 め な

か った 。 も しこの よ うな もの が 発 見 され る と,罰 金 刑 が 課せ られ る こ とに

な って いた の で 果 汁 飲 料 を 発 売 す る こ とが で き なか っ た の で あ るii。

も ち ろん,透 明 な 果 汁 飲 料 と い う もの が なか っ た わ け で は な い。 先 の 内

務 省 令 が あ った た め,当 時 の 果 汁 飲 料 は,清 澄 な も の で あ っ た。 清 澄 な 果

汁 飲 料 は,生 産 コ ス トもか さみ,売 価 が1瓶30銭 か ら70銭 と か な り高価

で あ っ た た め.th-tl及しな か った嚇 。 また,「 み か ん 水 」 な る もの もあ っ た。

か か る 製 品 は,糖 度 の 高 い 果実 シ ロ ップ を 水 で 薄 め た もの で あ って 葡,

消 費 者 か らは 三流 品 と評 価 され,か な り陰 が 薄 い もの で あ っ だSi!0

1947(昭 和22)年 に 内 務 省 令 に 代 わ り施 行 され た 「食 品 衛 生 法 」 で は,

「衛 生L有 害 で な い 限 り,濁 って い て も,固 形 物 が 含 ま れ て い て も,そ れ
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が 原 料 か ら くる必 然 的 な もの な ら さ しつ か え な い 」 とな った た め,清 涼 飲

料 業 界 に お け る 果 汁 飲 料 の 製 法 が 人 き く変 わ った の で あ っだ'IH。

2)果 汁 ジュ ー ス が ブ ー ム に 一 「バ ヤ リー スオ レ ン ジ」 の 発売 一

「バ ヤ リー ス」 は,1938(11召 和13)年 に ア メ リカの フ ラ ン ク ・バ ヤ リー

が,瞬 間 殺 菌 法 で ジ ュー スを 保 存 す る ノJ法を 発 明 し,特 許 を ゼ ネ ラル フー

ヅ に 買 収 させ た オ レ ン ジ ジ ュ ー スで あ る。 目本 で は,「 バ ヤ リー ス オ レ ン

ジ」 は1949(昭 和24)年 に進 駐 軍 向 け製 造 され,そ の 後,1950(昭 和25)

年 に 日本ll{i内で の 販 売 が 行 な わ れ た。'li時 販 売 を 行 な った の は,ア メ リカ

の ゼ ネ ラル フー ヅ と提携 した ク リフ ォー ド ・ウ イル キ ン ソ ン炭 酸 鉱 泉 株 式

会 社 で あ った。 当時 の 「バ ヤ リー スオ レ ン ジ」 は,原 液 な ど は ア メ リカの

ゼ ネ ラ ル フー ズか ら輸 人 した もの で あ った14i。1951(昭 和26)年 に は,

朝 目 麦酒 が 「バ ヤ リー ス オ レ ン ジ」 の 販 売 権 を 獲 得 し,翌 年 の1952(昭

和27)年 に 本 格ri勺な 全 国 販 売 を 開 始 した、,1953(昭 和28)年 に,ゼ ネ ラ

ル フ ー ヅ 祉 は,「 バ ヤ リー ス オ レ ン ジ」 が 使 川 す る原 料 を カ リ フ ォ ルニ ア

産 の 果 汁 か ら,国 産 に しよ う と11本 ゼ ネ ラ ル フー ヅを 設 疏 した1け1。

か か る 「バ ヤ リー スオ レン ジ」 は,Iliの 清 涼 飲 料 市場 に お いて 画期 的

な 製 品 で あ った 。 先 に も述 べ た よ うに,1947(昭 和22)年 ま で は 内 務 省

令 が 厳 しか った た め,色 の つ いた 果実 飲 料 の 開 発 は困 難 で あ っ た。 当時 の

日本 にお い て は,果 汁 飲 料 と いえ ば,透 明 の もの で あ る と い う固 定 観 念 が

あ っ た が,"i該 製 品 の 出現 に よ って そ の 観 念 は 覆 され た。 「バ ヤ リー ス オ

レン ジ」 は,果 汁 の 混 濁 が は っ き りと色 と して 現 わ れ,ま た 香 りと,1'さ

が それ ま で の 「み か ん 水」 と は比 べ物 に な らな か った。 「バ ヤ リー ス オ レ

ンジ」 は,か よ う な 高品 質 な 製品 と して消 費 者 に 支持 さ れ た。 そ れ に 加 え

て,ア メ リカ と い う魅 力が 重 な り,そ れ ま で 高級 飲 料 と して 君臨 して い た

サ イ ダ ー や ラ ム ネ を蹴 落 と し,大 ヒ ッ トとな った。 「バ ヤ リー ス オ レ ン ジ」

が,ヒ ッ トした こ と に よ って,消 費 者 は 製 品 が 果、物 の 色 に 濁 って い る こ と
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1950年 か ら1960年 に か けて の 目本 の 牛 乳 の 競 争 プ ロ セ ス

が(一質 の 天然 果汁 の証 拠 で あ る と認 識 す るよ うに な った 弔 と され る。

3)次 々 に発 売 さ れ る オ レ ン ジ ジ ュー ス

1952(昭 和27)年 の 「バ ヤ リー スオ レ ン ジ」 が 全 国 発 売 され る 前 後 に,

国 産 み か ん を原 料 とす る 果汁 飲 料生 産 の動 きが1位 つ よ う に な っ た。1951

(ll和26年)に は,山li県 と,和 歌 山 県 が 小kみ か ん を 果 汁 化 す るi場 を

作 った 。1952年 末 に は,愛 媛 県_tsli果課 が 小1・.みか ん を 果 汁 化 す る た め の

is場 を 建 設 し 「ポ ン ジ ュー ス」 を 発 売 した。 続 い て,1953(II;;和28)年

に は,静 岡県,重 県,広 島県 が 同 じ く小Eみ か ん を 果 汁 に す るL場 を つ

く りジ ュー スを 発 売 した。

"i時 の ジ
ュー スの多 く,例 えば 国産 の瓶 入 りオ レンジ ジュー ス 「ポ ンジュー

ス」 は,愛 媛 県1?果r.協 同 組 合 連 合 会 が 製 造 し'k酒 造 が販 売 とい う具 合

に,農 協 が 搾 汁 し,こ れ を 飲 料 メー カー が 商 品 化 す る分 業体 制 を と って い

だr'0

1952年 に は 明 治 製 菓 が 「オ レ ン ジ ジ ュー ス」 を 発 売 した 。 ま た 同 年 に

は,清 水 食品(SSK)が,「 オ レ ン ジ ジ ュー ス」 を 発 売 した。1953(昭 和

28)年 に は,ス ター 食 品 が 「ス ター オ レ ン ジエ ー ド」 を 発 売 した。

さ らに,1954(昭 和29)年 に は,果 実 を 多 く含 ん だ 飲 料 の 物 品 税 が 半

分 に軽 減 さ れ た こ と もあ り,中 小 メー カ ー の オ レン ジ ジ ュー ス生 産 の 意 欲

が 高 ま っ た。 ま た 同年 に は,麟 麟 麦 酒 が 「キ リンオ レ ン ジ ジ ュー ス」 を 発

売 した。1955(ll和30)年 に は,明 治 製 菓 が 「天 然 オ レ ン ジ ジ ュ ー ス」

を 発売 したrte。1957(昭 和32)年 に は,乳 性 飲 料 の カル ピ スが 「オ レ ン

ジカ ル ピ ス」 を 発売 したqD。1958(昭 和33)年 に は,武 川薬 品 が 「プ ラ ッ

シ ー」 を 発売 したq㌔ ま た 同年 に は,オ レ ン ジ ジ ュー スは サ イ ダー を 抜 い

て 清 涼 飲 料 の トップ と な っ だtrO
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4)オ レ ン ジ以 外 の 果 汁 ジ ュー ス弔

1952(昭 和27)年 の 「バ ヤ リー スオ レ ンジ」 の 発売 以 来,オ レン ジジ ュー

ス以 外 の 果 汁 飲 料 も発 売 さ れ た。1952年 に は 朝 日麦 酒 が 「グ レー プ⊥

「パ イ ンエ ー ド」 を 発 売 した。1953(昭 和28)年 に は,エ ビ ス商 会 が 「レ

モ ナ 」 を 発 売 した 。1956(昭 和31)年 に は,日 本 麦 酒 が 「リボ ン グ レー

プフ ルー ツ」 を発売 し,翌57(昭 和32)年 には1司社 が 「リボ ンパ イ ン ジュー

ス」 を 発 売 した。 同 年,Ilf森 県 りん ご ジ ュー ス株 式 会 社 が 「りん ご天 然 果

汁 」 を 発 売 した。1958年 に は,明 治 屋 が 「ア ップ ル ジ ュ ー ス」 を 発 売 し

た 。

5)粉 末 ジ ュ ー ス略

1952(昭 和27)年 に 発売 され た 「バ ヤ リー スオ レ ン ジ」 の ヒ ッ トで,

果汁 飲 料,い わ ゆ る 果汁 系 ジュ ー ス の 日本 に お け る需 要 は増 加 した。 そ の

流 れ の 中 で,粉 末 ジュ ー ス が 発売 さ れ た。 粉 末 ジ ュ ー ス と は,天 然 果汁 を

粉 末 化 した もの で,そ の粉 末 を 水 で薄 め て飲 む と い う もの で あ った。1949

(昭 和24)年 に 日本 果汁 技 術 株 式 会 社 が 設 、完され,翌 年 の1950(昭 和25)

年 に 「粉 末 天 然 オ レ ン ジ ジ ュー ス」 を 生 産 した。 か か る 製 品 は,rl衛 隊 や

南 極 観 測 隊 に納 入 され た が,製 品 が 固 ま って しま うな どで 失 敗 し,生 産 が

中 止 され た。 か よ うに,天 然 果 汁 の純 粋 な 粉 末 化 は 生産 設 備 へ の投 資 が 大

き く,さ らに粉 末 とい う特 性 ヒ,完 全 防湿 包 装 で な い と製 品が す ぐに固 ま っ

て しま う,缶 詰 に して も開 缶後 の 保 存が で きな い とい う欠 点 が あ った た め,

大 衆 品 と して の 適il:に 欠 け,製 品 と して の 一般 発 売 は実 現 され な か った。

続 い て,天 然 果 汁 に 代 わ り,砂 糖 をL台 と して 天 然 香 料,色 素,有 機 酸

な どを 加 え た 粉 末 ジ ュー スが 生 産 され,発 売 され る よ うに な った 。 か か る

粉 末 ジュ ー スを 全 国 で 始 め て 発 売 した の は,名 糖 産 業 で,1953(昭 和28)

年 の 「名糖 オ レ ン ジユ ー ス の 素 」 で あ っ た。 か か る製iuitは,1955(昭 和

30)年 に 「名糖 粉 末 オ レ ン ジ ジ ュー ス」 と 名 前 を変 え 発 売 され た。 か か る
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製 品 は,家 庭 川 の 小 缶 と して 発売 され,当 該 製 品 は 自衛 隊 に も納 入 され た。

1954(昭 和29)年 か ら1955(昭 和30)年 に か け て,有 名,無 名 の 業 者

が 盛 ん に 粉 末 ジ ュー ス 市場 に 乗 り出 したが,そ の ほ とん どが,砂 糖 に人 口

1『味 料 な どを 加 え た もの を ベ ー スに して い た た め,最 も売 れ る夏 場 に な る

と 当該 製 品 の 温 度,湿 度 の ヒ昇で 製 品 が 固 ま って しま った り,反 対 に製 品

が べ 夕べ タ に溶 けて しま った り した。 か よ うに,非 常 に取 り扱 いが 困 難 な

製 品 で あ った た め,販 売 業 者 も当該 製 品 の取 り扱 い を や め,ひ いて は'[1該

製 品 を 作 る メー カー も徐 々 に姿 を消 して い った。

1957(昭 和32)年,名 古 屋 の 渡 辺 製 菓 は,砂 糖 に 代 わ りぶ ど う糖 をis

原 料 と し,1袋1杯 分 とい う新 しい 包 装 形 態 を採 用 した 製 品 を 発売 した。

か か る 渡辺 製 菓 は,こ の 粉 末 ジ ュー スを 菓t一メ ー カ ー の観 点 か ら と らえ,

/一供 向 け と して1杯 分 の 使 用 量を1袋 と した 小 袋 詰 め で 発売 した。

渡 辺 製 菓 は,か か る粉 末 ジ ュー スを 菓 、r店で 発売 し ヒ ッ ト商 品 とな った。

t供 向 け と して 出 発 した 粉 末 ジ ュー ス は,501'1袋 と容 縫を 人 き く し,家

庭 川 の 製 品 と して も発売 され た。 そ して,メ ー カー も 日本 フ ー ド,井 村 屋

製 菓 な ど の 東海 圏 の メー カ ー ば か りで な く,製 菓 業界,澱 粉 業 界,食 品 業

界か ら も進 川,さ らに は 明治 製 菓,森 永 製 菓,,i:i印 乳 業,沁 崎 グ リ コ,森

ド仁 丹 な ど 大 手 メ ー カ ー も生産 販売 に 乗 り出 した 。

6)缶 人 り ジュ ー ス の 登場'19

1965(H召 和40)年 頃 ま で,ジ ュー ス は 瓶 詰 め の も の が ほ とん どで あ っ

た 。 ラ ム ネ も サ イ ダ ー も,オ レ ン ジ ジ ュー ス もほ とん ど瓶 詰 め だ っ たの で

あ る。

瓶 詰 め がi三流 の 時 代 で は あ っ た が,缶 人 りの ジ ュー スを 出 す メー カ ー も

増 え 始 あ た 。 本 格 的 に 缶 詰 の オ レ ン ジ ジ ュ ー スが 発 売 され た の は,1954

(昭 和29)年 に明 治 製 菓 が 発 売 した 「缶 詰 オ レ ン ジ ジ ュ ー ス」 と され て い

る。 しか しな が ら,か か る缶 詰 ジ ュ ー ス は現 在 の プ ル トップ 式 の 缶 とは 違
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い,オ ー プナ ー が 付 属 して い て,対 角 に2箇 所 穴 を あ けて 飲 む もの で あ っ

た。 中身 が 見 え な い た め 果 汁 の 混 濁,沈 殿 の 状 態 を 気 にす る こ とが な い,

It'1射日 光 を 受 け な い の で ビ タ ミ ンCが 酸 化 され な い,携 帯 性 が あ り瓶 と

違 って 割 れ に くい と い った メ リッ トを持 った 製 品 と して 消 費 者 に 認 識 され,

li詰の ジ ュー スは屋 外 で の 消't'tに結 びつ い て 人 気 を 博 した。 明 治 製 菓 は,

オ レ ン ジ ジュ ー スが 好 調 な 売 れ 行 きを 示 した た め,1957(llii和32)年 に

「缶 入 りア ップ ル ジ ュ ー ス」,「フ ル ー ツ カ クテ ル ジ ュ ー ス」 を,1958(昭

和33)年 に は 「li入 り グ レー プ フル ー ツ ジ ュー ス⊥ 「缶 入 りパ イ ンジ ュー

ス」 を そ れ ぞ れ 発売 した。

1957(llii和32)年 以 降 は,森 永 製 菓,日 本 麦 酒,明 治 屋,清 水 食 品 が,

1959(II;;不n34){1三`こ`ま そ麦,藤`1「、言占,三 力:,11手(},1960(II不ll35){1諸 こ`ま,

ほ て い,大 洋 漁 業,II水 な どが 缶入 り ジ ュー スを 発 売 した 。

VI.乳 業 メーカーの競争相:rの 変遷

以 ヒで は,1950(昭 和25)年 か ら1960(p和35)年 まで の乳 業 メー カ ー

の 新 製 品 投 入 と清 涼 飲 料 の 進 展 につ いて 明 らか に して き た。 以 ドで は,こ

れ まで の 議 論 を 踏 まえ,ど の よ う に乳 業 メー カー が 競 争 相 丁一を 変 化 させ て

い った の か につ い て ま とめ た い 。

図 表4は,本 稿 にお い て これ まで に明 らか にな っ た こ と を ま と め た もの

で あ る。

まず,注 目す る の は,1955(昭 和30)年 ま で の 乳 業 メー カ ー の 展 開 で

あ る。'卜乳 の 販 売 自lll化が な され て か ら,明 治 乳 業 は ビタ ミンを添 加 した

牛 乳 を 新 製 品 と して 発 売 した 。 森 永 乳 業 は,均 質 化 され た 「牛乳 」 を 開 発

し発 売 した。 と もに,「 牛乳 」 の 栄 養 価 に 注 目 した 新 製 品 展 開 を 行 な って

い た。 ま た2社 と も にHTST殺 菌 を 導 人 し,製 品 の.・.i,,i:1'`1:と保 存 性 を.Yna

め る こ とに 力 を 注 い だ。 一一方,雪 印 乳 業 が1952(昭 和27)年 に 東 京 に進
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図表4 1950年 から1960年 までの乳業メーカーの新製品投入と清涼飲料メーカーの展開

1952奪

側 和27鋤

邑953犀

咽 杓2瞬 ・

195$

昭 ね29年}

1955年
`昭和30璃

,956年

帽 稲3陣 〕

195コ$

く昭 孕037辱i

1958障

昭 旬33幼

,959塚
〔昭和J!$7

1960年

昭 穐35侮}

刷繭 晩懸鱒.・
....「 一

・「ネ才瞬 治牛 乳,兜売

曹HTS了殴 画0芝 卿 人

・「明治 ビ9¢ 乳」兜亮

・rM剛,M"」 外人4H8M

バ ック人りで亮売

・「期 省コーヒー47LIR'lt

〔艇人 り.テトラパ ック入りL

・「嗣bゴ ーhド ‡ 乳,兜亮

禽UH7殿6鰹 をの入
イ購 漉ハ イゴー ルド¢n層

免亮

・「咽 漣「フ'レーツ4し乳1兜憂

・f明識 辱乳 」.「明 治ビ,辱

乳」大薙 兜亮

・「轟 永ホモネ 乳1兜死

脅H事Sτ段繭臓 を●人

・「コーヒー 辱乳 」卿憂

・「oゑ」辱 乳1Ω兜
・「コーうス 」Ω売

脅UH了鞭 ●櫨を●A

・「働傘A牛 乳」Ω売

・「爾傘ホ モ牛乳1ホー

ム サイズを兜亮

・「フル ーツ#AIR'lt

・r乳醜薩 軟斜 集ジ1一

ス虜 発
・シヨーケー ス蒼用いた

ax販 禿
・ピュアバ ッケ.テトラ

パックを導人

・「畠 承コーラス垂Ω亮

蜘 '三母...:,

● 鼠康へ の本絡`出(雪 印1.

脅HTST/f● ・EN人1實 印1
・了ヨー グルト」蒐売(8印,

・rコーヒーミルク」費屍亮1曾

闘}
☆「テ トラヰ乳1舞亮 ・脇両乳

騨

・「コー七一 〇乳5Ω憂:曾 印1
・了フルーツ4R,Ω 憂{璽印'

。【スーハー 隼駄 」兜亮 〔1尉圧1

上記 のほ かに.19591Eか らex

辱に かけて,「ビ,ミンヰ乳 」.
了ホモジナイX41Li。 「ミネラID

辱乳2.「ジ ャージ ー辱臓 慮 騒

憂していた..say,

・剛 騒

・AA飲nis主 として.「ラム4i.「 サイダー,f

櫓していた.
・rバヤリースxレ ンジ1全口 兜亮(朝 日:a:
・「Yンジュース」兜亮(愛 璽票

.s:aa
・「オレンジジュース」鍵憂1明 冶盟 層ユ

・「オレンジジ3一 ス」兜発 〔潮 ホ食 晶ISS民D

・「ヴレーフ1.「バインエーF)兜 憂 【● 日優渦;

・静 陶鳳
.三重 囁.広 島鳳 がみか んジューλ管晃

,
・「スターxレ ンジエート」免 亮1ス9一 食品,

・「レモナ1兜売 【エビス藺 会}

・w:ジ ュースr名翰 才レンラジュースの粛 」兜

唱o爵 融

・「キリンオレンジジュー ス」免 売し薗顔 費涌,
・r価陪 才レンジジュー ス1帰死1明冶 襲蹴1

・「責熱 オレンジジュー ス,免亮1嗣物 麗璽1
・ig層 粉粛オレンジジ ュース1免 亮〔名葛産 璽,

・「リ司{ング レー フルーツ」亮亮 〔日本誠猶)

・「シャイニー 」〔りん ご璽汁缶 脇}Ω亮 〔明 治糎 卜

・「こけし聞ハ イナ・ンフル1免 売1三井 物霞 レ

・「オ レンジカル ビス」艶 兜nル ヒス}

・「リボンバ インジュース 」免売 〔日本豪 酒}

・rりんご蓑 餓観;†」Ω 亮 噌 の麟りんごジュース

試貧祖}
・r扮東ジュース 」Ω亮 吃遭辺蟹 口 断その燈

.大
メーn一 も●瞳憲 ジ1一 スの生 霞・販兜に 負り

す.1
・「餉 入りアッフル ジュー ス」.「フル ーッカクテル

ジュース価●1Ω亮ξ明 泊 暫霞1
・飴鏑ジュー ス兜亮 星0愈脚鏡:脚

・酒7K臼 晶がSSKフ ラントで缶路 ジュー スをΩ

・「叉 灘オレンジジュース 郎衝艶.喪売 ・8印 乳

臨1
・日本 置窺ぬ嘱'川{ンフラントで衝 魑ジュース兜

・「フラ・ンシ ー」免 兜 〔眠田 鼠品)

・「ア7フ ルジュース」兜売`明:ds

・「衝 λりケレーフフルー'ンジュース1、「缶入 り

{インin一 ス」兜兜i明 　 　・
・「畿 λりトリスフレッシュジ ュース」兜8ftiti

・「パMリ ース,田ジュースの:mミ リグラム 缶砦

exで 魏 めて曵 亮〔1958母に免 亮腹もあ5カ1顧

日慶渦}
・は こらもツラントで缶 陪ジ ュース 蛋免 売1椴O

a,
・バ そ↑フラントで田詰 ジュース蒼兜亮1江 輯グ

リコ'
・こけしフランドで缶結 ジュースを兜亮1三 共物

慮 ・
・「バrリ ーx,フ ランドで缶謡 ジュースを兜亮

%MB匿 渦 」
・あけ ぼの フラントで缶 路シュー ス砦 Ω驚r日●

灘● ・
・τ市ン1フランドて缶鐵 ジュース費艶廃r宏 通

過〕

・ペ ニーフランドで缶糖 ジ1一 スを勲亮 監丸紅 厳

田1
・3るは ブランFで 缶紹ジ ュース ぎ兜憂 〔六洋 漁

●1
'ヒノマル フランドで缶脇 ジュー λ皆Ω晃 監日寡

ホ爾

出典:協1司 乳 業30年 史編纂 委員会(1984),明 治乳 業社 史編 集委員会(1969),森 永乳50S1=

史編纂 委員会(1967),雪 印乳 業株式会 社営業 史編 集 事務Ilj(1988a),雪 印乳 業株式会

社営 業史編 集 事務局(1988b),";印 乳 業史編 纂 委員 会(1969),"印 乳 業史編纂 委員会

(1975),阿 部 編(1975),小 菅(2002),劇llL久 須 美(2000)に 基 づ き筆 者 作 成。
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出 した た め,販 売 店 獲 得 の 戦 いが3社 の 間 で激 し く起 こ った。

1956(昭 和31)年 以 降,乳 業 メ ー カ ー は 「コー ヒー 牛 乳 」 や 「フ ル ー

ツ牛 乳 」,「テ トラパ ック入 り牛乳 」 の発 売 を開 始 した。 な ぜ,こ れ らの 製

品 を乳 業 メー カー は 発 売 した の で あ ろ うか 。 本 稿 で は,か か る 問 い の 答 え

を 清 涼飲 料 業 界 の 展 開 か ら導 き 出 した い。

1952(1昭 和27)年 に 朝III酒 が 「バ ヤ リー スオ レ ン ジ」 を 全 国 発 売 し

て以 降,清 涼 飲 料 市場 に は,ラ ム ネ,サ イ ダ ー に代 わ っ て 果汁 系 ジ ュー ス

が 台頭 した。 そ れ ま で は,無 色 の 飲 料 しか なか った 清 涼 飲 料 に 果物 の風 味,

色,甘 さを 備 え た 製 品 が 登 場 した こ とで 消 費 者 は 果汁 入 り飲 料 に 飛 び つ い

た の で あ った 。 図 表4に あ る と お り,1952(昭 和27)以 降 に 多 くの 果 汁

系 の ジ ュー スが 発 売 され,そ のli∫場 は拡 大 して い った。 さ らに,1955(昭

和30)年 頃 に な る と粉 末 ジ ュ ー ス が 登 場 し,か か る 製 品 の 市場 も拡 大 し

て い った 。 か か る製 品 は,ジ ュ ー スが 実 現 したlrさ と風 味 を 手 軽 に 家 庭 内

で 楽 しむ こ とが で き る もの で あ った。 さ らに,缶 入 り ジ ュー ス も発 売 され

た 。 缶入 りの ジ ュ ー ス は,瓶 入 りの ジュ ー ス よ り も飲 用 シー ンを 多 様 に す

る こ と を意 図 して 発 売 され た。 缶 入 り ジ ュー ス は,手 軽 に 屋 外 で も ジ ュー

スが 飲 め る こ と を意 図 して 発売 さ れ た の で あ った。

清 涼 飲 料 に お け る 果汁 系 ジュ ー ス は,消 費 者 に 果物 のlfさ と風 味 を 清 涼

飲 料 と して 提 供 した。 果 汁 系 ジュ ー ス は,そ れ ま で は 清 涼飲 料 で は ラム ネ

とサ イ ダ ーの 清 涼 感 を味 わ っ て い た 消 費 者 に,果 物 のtrさ と風 味 を 手軽 に

取 る こ とが で き る と い う価 値 を提 供 し,ま た そ の価 値 を 消 費者 は 支 持 した

の で あ った。続 く,粉 末 ジュー スで はそれ まで に発売 され て いた 果汁系 ジュー

スの 手軽 さ を よ り進 め,家 庭 内 で も安 く簡 単 に ジ ュー スを 楽 しめ る よ う に

した。 また,缶 入 り ジュー ス も瓶 人 りの ジュー スよ りも さ らに 手軽 に ジュー

ス の価 値 を提 供 す る製 品 とな った の で あ った。

果 汁 系 ジ ュー ス が台 頭 して き た とき,乳 業 メー カ ー 間 で は,「 市 乳 を 制

す る もの が乳 業 を 制 す 」 とい う ス ロー ガ ンの も とに,販 売 店 獲 得 の 競 争 が
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盛 ん で あ っ た。 か か る競 争 に よ り,牛 乳 は 多 くの家 庭 に普 及 した の で あ っ

た。 乳 業 メ ー カ ー間 で は,栄 養 価 の 高 い製 品 で差 別 化 を展 開 して い た。 乳

業 メ ー カ ー は,次 の ス テ ップ と して,日 頃 牛乳 を飲 ま な い 消 費 者,ま た 家

庭 外 で も牛乳 を飲 ん で も ら うた め の消 費 拡 大 を 考 え た と思 わ れ る。 そ の と

き に,同 じ飲 料 とい う市場 の清 涼 飲 料 市場 に 眼 を 向 け た と思 わ れ る。 清 涼

飲 料 市場 で は,果 物 の甘 さ と,風 味 を売 り と した 「オ レ ン ジ ジ ュー ス」 が

台 頭 して い た。 乳 業 メー カ ー は,そ こ で牛 乳 は栄 養 を取 る もの だ けで はな

く,日 ∩さ や風 味 を楽 しめ る 「飲 み物 」 とポ ジ シ ョニ ン グ した か った の で あ

ろ う。 そ れ ゆえ に,各 社 と も に 「コー ヒー 牛 乳 」 を 発 売 し,「 フ ル ー ツ牛

乳 」 を 発 売 した の だ ろ う。 ま た,粉 末 ジュ ー ス,缶 入 り ジ ュー スに よ る 手

軽 さ か ら ヒ ン トを 得 て,「 テ トラパ ック入 り牛 乳 」 を 各 社 と も発 売 した の

で はな いだ ろ うか 。 そ して,チ ャネル と して も シ ョー ケ ー スに よ る販 売 が

採 川 され た と考 え る こ とが で き る。

1950年 か ら1960年 の乳 業 メ ー カ ー の 展 開 を 見 て い く と,乳 業 メ ー カ ー

は 牛 乳 の 消 費 拡 大 の た め,'卜 乳 を 「牛 乳 」 とい う カテ ゴ リーか ら清 涼 飲 料

と 並ぶ 「飲 み 物 」 と した か った と推 察 され るの で あ る。

「テ トラパ ック」 入 りの 牛 乳 は,発 売 され た 数 年 後 に は一一11市場 か ら姿

を 消 して い る。 「テ トラパ ッ ク」 入 り牛 乳 の 導 入 は,牛 乳 を 手軽 に 飲 む 飲

料 にす るた め の一一展 開で あ った と考 え られ る。 しか し,一 一方 で乳 業 メー カ ー

は,牛 乳 を 家 庭 に 届 け るた め の 販 売 店 獲 得 競 争 を や って い るわ けで,宅 配

を メ イ ンの 仕 事 とす る 牛 乳 販 売 店 の 仕 事を 奪 う こ とに な るテ トラパ ッ クに

は,ど の乳 業 メー カ ー もそ れ ほ ど力 を 入 れ られ な か った の で あ ろ う。

本稿 で1三張 した い こ と は,1950年 か ら1960年 にか けて 乳 業 メー カー が,

牛乳 市場 を 「牛乳 」 とい うカ テ ゴ リー に 限 定 して と らえ な か った こ とで あ

る。 乳 業 メー カ ー は,牛 乳 を 清 涼飲 料 と同 じよ うに と らえ,消 費 者 の 喉 を

潤す もの,粉 末 ジュ ー ス と同 じよ うなr供 で も飲 め る 清 涼 飲 料 と して 展 開

しよ うと した と 考 え られ る。 こ れ は,マ ー ケ テ ィ ン グ1三体 が 競 争 回 避 の た

23 一75一



めの差別化を展開し,近 接ii∫場を意識した製品を展開したことを意味する。

W.結 びに代え て

本 稿 で は,1950年 か ら60年 まで の 日本 の乳 業 メー カー の 牛乳 市場 で の

製品 展 開 を明 らか に した。"i時 の乳 業 メ ー カ ー は,能 動 的 に 競 争相 手を 広

げ る こ と で,牛 乳 と い う概 念 を広 げ た。 そ して 市場 を拡 大 して い った こ と

が分 か った。

本 稿 を結 ぶ に あ た り,今 後 の 課題 を 示 した い。 ま ず,本 稿 の 牛 乳,清 涼

飲 料 の 記述 の な か で,牛 乳 及 び清 涼飲 料 の 価 格 に つ い て ほ とん ど触 れ て い

な い。 消 費 者 へ の 製 品 の.lf..11及を検 討 す る 際,価 格 の 問 題 を 無 視 す るわ け に

は い か な い。 今 後 は,"i時 の 牛乳 及 び 清 涼飲 料 の 価 格 を も踏 ま え た 議 論 が

望 ま れ る。

次 に,1955年 以 降,牛 乳 は 清 涼 飲 料 を競 争相 手 と と らえ,「 コー ヒー 牛

乳 」,「 フル ー ツ 牛乳 」 等 を 発 売 した わ け で あ るが,こ の 競 争 の 結 末 は ど う

な った の か。 牛 乳 は,ジ ュー スに な れ た の か とい う こ とで あ る。 乳 業 メー

カ ー は,清 涼 飲 料 市場 を 意 識 した の で あ るが,清 涼 飲 料 メー カー は牛 乳 を

競 争 相 手 と した の だ ろ うか。 乳 業 メー カ ー が 一 ノ∫的 に 清 涼 飲 料 市場 に接 近

した の み で あ った ゆ え に,牛 乳 は'卜乳 の ま ま で あ った の か も しれ な い 。 た

だ,牛 乳 が 清 涼 飲 料 を 意 識 した こ とで 製 晶 ラ イ ンは 増 え,市 場 が 拡 大 した

とは い え る。 よ り詳 細 に 競 争 の 分 析 を進 め て 行 き 体 系 的 な 整 理 を 行 な い た

いo

※ 本 研 究 は,愛 知 大 学 研 究 助 成 「C-138製 品 の 意 味 形 成 と変 容 の メ カ

ニ ズム ー 牛 乳 を 「1`例と して 一 」(2006・2007年 度)を 受 け た もの で あ

る。
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注

(1)マ ー ケ テ ィ ン グ研 究 に お い て 競 争 を プ ロセ ス と と らえ た研 究 に イf井(2003),

イ1原(2007),石 井 他(2009)な ど が あ る。 ま た,本 稿 筆 者 も,太 田(2007)

に お い て,競 争 を プ ロ セ ス と して と らえ たifitの 変 容 に つ い て の 研 究 を 行 な っ

て い る。

(2)同 様 の 益張 は,石 井 他(2009)に お い て もな され て い る。

(3)か か る統 制 は,1940(昭 和15)年 か ら開 始 され た。

141鷹 尾(1993)に よ れ ば,HTST殺 菌(high-temperatureshort-timepasteu-

rization:高 温 矩 時 間 殺 菌法)は,72～75℃,15秒 保 持 の殺 菌法 で あ る。 今fl

の11本 に は こ の殺 菌法 は ほ とん ど存 在 しな い が,欧 米 で は この 殺 菌 法 が1三流 で

あ る。(鷹 尾(1993),94～95ペ ー ジ。)

(5)明 治 乳 業 社 史 編 集 委 員 会(1969),259ペ ー ジ,雪 印 乳 業 史 編 纂 委 員 会

(1969),362ペ ー ジ。

(6}UIIT殺 菌(ultra-hightemperaturepasteurization:超 高 温 殺 菌 法)は,

120～140℃,0.5～4秒 保持 の 殺 菌 法 で あ り,132℃ で99.9999%の 殺 菌 を す る こ

とが で き る。(鷹 尾(1993),96～97ペ ー ジ。)

(7)明 治 乳 業 社 史編 集 委 員 会(1969),259ペ ー ジ,雪 印 乳 業 史 編 纂 委 員 会

(1969),362ペ ー ジ,雪 印 乳 業 史編 纂 委 員会(1975),401ペ ー ジ。

(8》 明 治 乳 業 社 史 編 集 委 員 会(1969),259ペ ー ジ,雪 印 乳 業 史 編 纂 委 員 会

(1969),362ペ ー ジ。

(9)1950年 に 厚 生 省 が,食 品 衛 生 法 に 基 づ き 「乳 ・乳 製 品 お よ び 類 似 乳 製 品 の

成 分 規 定 等 に 関 す る省 令(以 ド,乳 等 省 令)」 を公 布 した。

(10)明 治 乳 業 社 史 編 集 委 員 会(1969),275～276ペ ー ジ。

(11)三 家(1994),28ペ ー ジ,42ペ ー ジ。 『朝 野 新 聞』(1881),最 終 面,昭 和 女

t大 学 食 物 研 究 室(1971),45～46ペ ー ジ,『 時'1`新 報 』(1888a),5面,『 時 事

新 報』(1888b),51tll。 日本 に お け る牛 乳 の宅 配 開 始 に つ い て は,太 田(2004),

154ペ ー ジで も述 べ られ て い る。

(12)今 日に お い て は,ビ タ ミ ンや ミネ ラ ル を 添 加 した 「牛 乳 」 は,後 に述 べ る

「乳飲 料 」 に 分 類 され て い る。

(13)鷹 尾(1993),85～86ペ ー ジ。

(14)鷹 尾(1993),105ペ ー ジ。

(15)本 節 は,全 面 的 に 明 治 乳 業 祉 史編 集 委 員 会(1969),275～277ペ ー ジに 負 っ

て い る。 煩 を避 け るた め 細 か な 注 記 は 省 略 した。

(16》 森 永 乳 業50年 史編 纂 委 員 会(1967),276～277ペ ー ジ。

(17)当 時 の ほ とん どの 牛 乳 は,均 質 化 処 理 が な され て い な い もの で あ った た め,
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牛 乳 瓶 のL一の1/3く らい に 脂 肪 が 浮 い て い た。 か か る脂 肪 と 牛乳 の境 日の こ と

を ク リー ム ラ イ ンと呼 ん だ。

(18)森 永 乳 業50年 史 編 纂 委 員 会(1967,283ペ ー ジ)に よ れ ば,「 森 永 ホ モ 牛乳 一」

が 発 売 され た1952年 当時 は,厚 生 省 も,競 合他 社 も,生 乳 の生 産 者 も 牛乳 は

搾 った もの そ の ま ま を飲 む こ とが 本 来 の 飲 み 方 で,牛 乳 を 加 工 して 販 売 す る こ

とに懐 疑 的 で あ った と い う。 そ れ は,明 治 期 後 半か ら出 現 した 「イ ンチ キ 牛乳 」

(牛 乳 を 水 で 薄 め る等)へ の 反 発 か ら,生 乳 に殺 菌以 外 ほ とん ど 手 を 加 え て い

な い 牛 乳 こそ が 本 来 の 牛乳 で あ る とい う考 え 方 が 背 後 に あ るか らだ と推 察 され

る。

(19)森 永 乳 業50年 史編 纂 委 員 会(1967),197ペ ー ジ。

②ω 串 間(2000),156ペ ー ジ。

(Zl)森 永 乳 業50年 史編 纂 委 員 会(1967),197ペ ー ジ。

⑳ 本節 は,森 永 乳 業50年 史編 纂 委 員 会(1967),298ペ ー ジに 全 面 的 に 負 って

い る。 煩 を 避 け る た め に細 か な注 記 は 省略 した。

㈱ 本 節 は,森 永 乳 業50年 史 編 纂 委 員 会(1967),299～300ペ ー ジ に 全 面 的 に

負 って い る。 煩 を避 け る た め に細 か な注 記 は 省略 した。

ω 雪 印 乳 業 史編 纂 委 員会(1961),141～142べ 一 ジ。

㈲ 雪 印 乳 業 株 式 会 社 営 業 史 編 集 事 務 局(1988a),257～258ペ ー ジ,雪 印 乳 業

株 式 会社 営 業 史編 集 事務 局(1988b),11ペ ー ジ。

(26)雪 印乳 業株 式 会社 営 業 史編 集 事 務 局(1988a),257～258ペ ー ジ。

⑳ 雪 印乳 業株 式 会 社営 業 史編 集 事 務 局(1988a),258～259ペ ー ジ。

㈱ 雪 印乳 業 史編 纂 委 員会(1969),377～378ペ ー ジ。

(29)雪 印乳 業 史編 纂 委 員 会(1969),91～92ペ ー ジ。

(30)本 節 は,協 同 乳 業30年 史編 纂 委 員 会(1984),13～14ペ ー ジに 全 面 的 に 負 っ

て い る。 煩 を避 け る た め に細 か な注 紀 は 省略 した。

131)清 涼飲 料 とは,ア メ リカ で い う ソ フ ト ド リ ンクの こ とで,か か る ソフ ト ドリ

ン クは,ア ル コー ル が 入 った ハ ー ド ド リン クの 対 に な るri葉 と して 川 い られ て

い た と い う。(阿 部編(1975),314ペ ー ジ。)

G2阿 部編(1975),314ペ ー ジ。

(33阿 部編(1975),167ペ ー ジ,小 菅(2002),77ペ ー ジ。

(3ti阿 部編(1975),167ペ ー ジ。

G5i{;間(2000),136～137ペ ー ジ、,

(361串 間(2000),134ペ ー ジ。

(3の 阿 部編(1975),167ペ ー ジ。

138)阿 部編(1975),167ペ ー ジ。
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(39}串 間(2000),141ペ ー ジ。

(90)串 間(2000),147ペ ー ジ。

(41)串 間(2000),149ペ ー ジ。 阿 部 編(1975),167～168ペ ー ジ。 ま た 阿 部 編

(1975),168ペ ー ジ に よれ ば,第2次 世 界 大 戦 前 まで の 料 理 店 や 飲 食 店 で は,

酒 を 飲 ま な い消 費 者 に 向 け に は サ イ ダ ー が 用意 され て い た が,オ レ ン ジ ジ ュー

ス発 売 後 は,サ イ ダー の ほ とん どが 影 を潜 め,オ レ ン ジ ジ ュー スー 色 に な った

と あ る。

(4a串 間(2000),150～154ペ ー ジ。

q3串 間(2000),172ペ ー ジ。

ω 小 菅(2002),204ペ ー ジ。

㈲ 串 間(2000),154～155ペ ー ジ。 武 田 薬 品 が ジ ュ ー ス を 製 造 した 理 由 は,

1952年 に 厚 生 省 が 日本 国民 の 栄 養 不 足 を 補 うた め,ビ タ ミン強 化 米 の 生 産 を

メー カー に奨 励 した た め で あ った 。 そ の 際,武 田 薬 品 は 「ポ リラ イ ス」 を 開 発

した 。 武 田 薬 品 は,か か る 製 品 を 米 屋 で 販 売 した た め,当 該 チ ャ ネ ル を 用 い

「プ ラ ッ シー 」 を 発売 した 。 「プ ラ ッシ ー」 の ネー ミ ン グは,「 プ ラ ス ・ビ タ ミ

ンC」 を縮 め た もの か ら来 て い る。(串 間(2000),154～155ペ ー ジ。)

(46)串 間(2000),154ペ ー ジ。

(471本 節 は,串 間(2000),172ペ ー ジに 全 面 的 に負 って い る。 煩 を避 け る た め

に 細 か な 注 記 は 省 略 した 。

㈱ 本 節 は,阿 部編(1975),169～170ペ ー ジ に 全 面 的 に 負 っ て い る 。 煩 を避 け

る た め に 細 か な 注 記 は 省 略 した。

(49)串 間(2000),142～145ペ ー ジ。
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